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I はじめに

ブドウ栽培は，フランスを代表する農業生産部門である. 1988年におけるブドウ栽培面積(約95万

ヘクタール)は全農地面積のわずか3.3%にすぎないが，ブドウを栽培する農業経営体の数は272，133

に達しており，これは全農業経営体の26.8%に相当している1) また，醸造用ブドウの栽培とワイン

の生産は，フランスの全農業生産額の約 1割を占めており，この比率はさらに増加する傾向にある.

フランスは，イタリアとならんで，世界最大のワイン生産国・輸出国であり， ドイツ・イギリスを

はじめとして他国に大量のワインを輸出している. しかも イタリアものが王としてテーブルワイン

(大衆ワイン)であるのに対して，フランスでは上質ワインが高い比率を占めるため，生産額や輸出

額でみるとフランスは第 2位のイタリアを大きく引き離して出:界最大のワイン生産国・輸出国であ

る.

他方，フランスのブドウ栽培地域は， 1970年代から1980年代にかけて，大きな変貌を強いられてき

た. 1人当りワイン消費量の減少や上質ワイン志向など，ワイン消費をめぐるフランス国民の意識や

行動は，近年大きく変わりつつある.また，イタリアやスペインなど，他のワイン生産国との競合も，

フランスのブドウ栽培地域に構造転換をうながしている.醸造用ブドウの栽培面積が116万ヘクター

ル (1970年)から93万ヘクタール (1988年)に減少したこと，それ以上に，その農業経営体数が激減

したこと (1970年の約66万経営体から1988年には約26万経営体)， 1970年時点では全体の 2割しかな

かった上質ワイン用ブドウ栽培面積が1988年には 5割を超えるにいたったことなどの事実が，近年に

活けるブドウ栽培地域の変容の大きさをものがたっている.

しかし，フランス国内の各ブドウ栽培地域で，具体的な変化の様相はそれぞれー大きく異なっている.

ヨーロッパの主要ワイン生産国のなかで，比較的北に位置するフランスは，その自然的環境や歴史的

背景の結果として，国内の各地に特鍛的なブドウ生産地域を発展させてきた.それらのなかで最も南

に位置するラングドック地方は，フランス最大のブドウ生産地帝で、はあるが， もっぱら大衆ワインの

産地として特色づけられてきた. したがって，醸造用ブドウ栽培をめぐる近年の環境変化が，この地
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域に最大のインパクトを与えたことは容易に予想できる.

本稿は， 1970年以降，近年におけるフランスのブドウ栽培地域の変化を，その地域的様相に着目し

つつ明らかにすることを目的にしている.そのさい，変化の具体的なiHIJTfliとして，立地変化・生産構

造の変化・生産タイプの変化などの諸側面を主として取りあげた.また，地域的には，ラングドック

地方の状況について特に詳しく言及した.フランス国内のブドウ栽培については，行政機関をはじめ

として，さまざまな調査が行われている.以下では， 1970年・ 1979年・ 1988年に行われたj実業センサ

スの調査結果を主として用い，必要に応じて他の資料を参考にすることとした.

E ブドウ栽培の地域的分布

日-1 歴史的背景

今日，フランスのブドウ畑は，地域的にかなり片寄って分布している.第 11翠は，ブドウ栽培面積

の分布を県単位に表現したものだが，より上位の地方行政区画で、ある「地域(region ) J の単位でみ

ると，地中海沿岸の諸地域(ラングドック・ルシヨン地域およびプロパンス・アルプ・コートダジュー

ル地域)とボルドーを中心とする諸地域(アキテーヌ地域およびポアトゥー・シャラント地域)が，

フランスにおけるブドウガIJの 2大集積地域といえる. 1988年時点で，これら 2地区のブドウ栽培面積

は，それぞれ461，625haと220，209haに達しており 両者をあわせるとフランス全体の約 4分の 3を

107J ha 
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第 1図 フランスにおけるブドウ栽培而穏の分布 (1988年)
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占める.

しかし現状にいたるまで，フランスのブドウ栽培は過去 2世紀にわたって，面積的にも地域的に

も大きな変化を経験している. 18世紀末の時点で，フランスのブドウ栽培面積は約120万haあったと

推計されているが，その分布は現在よりも全国にず、っと広く散在していた (Clout，1983). その後，

19世紀にはいってからワイン消費がはじめて大衆に普及するようになり，ブドウ土田の面積もそれにつ

れて飛躍的に拡大した.ブドウ栽培面積が最大に達したのは1860年代のことであり， 1862年に行われ

た調査では232万 haという数字が報告されている.

これに対して， 1870年代に猛威をふるったブドウアブラムシ病の蔓延を機に，フランスのブドウ栽

培面積は減少傾向に転じることになる.また 栽培技術の革新(接木技術の普及・列植えの定着・惣

耕の導入など)により，急斜面に位置するブドウ知!は放棄されるようになり，かわって谷底や海岸平

野にブドウよ自治\:ì~出するようになった.

1862年に232万haあったブドウ畑は，約百年後の1956/58年に実施されたブドウ栽培センサス時に

は125万 haまで減少している.すなわち 18世紀末の水準にもどったわけである. しかし，その地域

的分布はまったく異なっていた.この減少期を通じて フランス各地に存在していた市場立地型大衆

ワイン産地は，自然環境にめぐまれた地中海沿岸の産地との競争にやぶれ，次々と姿を消していった.

生き残ることができたのは 品質の高級化に成功した少数の産地だけである.ラングドック地方の大

衆ワイン産地と，それ以外の地方の上質ワイン産地という現在みられる空間的パターンは，この時期

に形成されたものである.

11-2 醸造用ブドウ栽培

フランスにおけるブドウ畑の大半は，いうまでもなく醸造用である.生食用ブドウの栽培面積は，

1988年現在18，455haで，これは全ブドウ栽培面積のわずか1.9%を占めるにすぎない.

フランスにおける醸造用ブドウ産地は，いずれも個性にとみ，全体として他国に例をみない多様性

を示している.品種の多様性にくわえて，気候・土壌・栽培方式などにも大きな地域差がみられるた

め，結果として各産地がそれぞれ独自の性格をもった製品を生み出している.これらの産地を大まか

に分類すると，主として大衆ワイン向けのブドウを栽培する地域と，上質ワイン向けのブドウを栽培

する地域，さらにはブランデー(コニャック)向けのブドウを栽培する地域に分けられる.

第 21~ は，醸造用ブドウ栽培のなかで，これら 3 種類のブドウの内訳を地域別に示したものであ

る2) このうち，大衆ワイン向けブドウ栽培が卓越する地域は，ラングドック・ルシヨン;ミディピ

レネー;コルシカ島の 3地域だが，面積的にはラングドック・ルシヨン地域に(さらに言えば，その

中でもラングドック地方に)集中しており，ここだけで全留の大衆ワイン向けブドウ栽培面積の 3分

の2以上を占めている.実捺，ラングドック地方では， 1870年代にブドウアブラムシ病の被害をうけ

たのち，それまで傾斜地に限られていたブドウ畑が海岸平野に広く展開し，現在みられるような「ブ

ドウの海」の景観が形成された.このため，ラングドック地方の農業に占めるブドウ栽培の比率の高

さは，ヨーロッパのなかでも例外的な水準に達している. したがって，今世紀を通じて繰り返された
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第 2図 様造mブドウのH:J途7}IJ部積構成にみられる地域的差異(1988年)

過剰生産/ワイン危機の影響を もっとも敏感に受けLI::.めてきた地域でもある (Pastor-Barrue，1981)_ 

これに対して，ポアトゥー・シャラント地域は，そのブドウ栽培面積の大半がコニャック向けであ

り，きわめて特殊な地域的性格を有している.コニャック向けにブドウを栽培する農業経営体の大半

は，みずからコニャックの生産を行っているわけではなく，ブドウ活液の段階で大小さまざまなコ

ニャック製造業者に売却している.

残りの諸地域では，いずれも上質ワイン向けのブドウ栽j告が卓越しているが，その生産内容は多様

である.そのことを端的に示しているのが 各地域における醸造用ブドウ品種の構成で、ある.品種の

違いに応じて製i見の種類と品質に違いが生じ 各産地の製品に独特の性格が生まれることになる.

第 1表は，代表i切なワイン産地について，醸造用ブドウの代表的な品種の占有率を示したものであ

る.これをみても，各産地には，それぞれの性格を象徴するような卓越品種のあることがわかる.た

とえば，ボージョレ地方では Gamay種が圧倒的な割合を占め3) ブルゴーニュ地方でも Pinotnoir種

が{憂勢である.また 白ワインで在宅!なロアールJII下流地域では Melon種(あるいはミュスカデ種)

が卓越している.もちろん 品種の構成は 顧客の好みや流行の変化に応じて大きな変化をみせるこ

ともある.アキテーヌ地方(ボルドー)の代表的品種で、ある Merlotnoir種や CabernetSauvignon種は，

いずれも， 1970年代以降に栽培面積を大幅に増加させたものであるし，アルザス地方でも|可じ時期に

Riesling種が大きく伸びている.
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第 1表 代表的ワイン産地における醸造用ブドウの品種構成 (1979年)

[単位:%J 

上位 5 品種

ilif 地
第 1位品種 第 2i立品fllt 第 3位品種 第 4i立品種 第 5i立品種

ラングドック 品種名 Carignan noir Aramon noir Cinsaut Gr色nachenoir Alicanle sOllschel 

占有率 44.6 16.7 9.7 6.8 4.5 

アキテーヌ 品種名 Merlot noir Cabernel Sallvignon Semillon Cabernel Franc Ugni blanc 

(ボルドー) 15ギプF玄r; 32.3 17.4 16.9 9.9 6.4 

シャラント 品種名 Ugni blanc Colombard 

(コニャ yク) 占有率 93.5 0.8 

ロアールjll流域 品種名 Melon Cabernet Franc Chenin Grolleau Follεbl呂Ilchε

占有率 24.5 14.4 14.1 11.0 8.1 

アルザス 品種名 Sylvaner GewlIrlzlraminer Piesling Aux巴rrols Pinot noir 

占有率 22.8 21.2 18.6 9.3 5.1 

シャンノfーニュ 品種名 Meunier Chardonnav Pinol noir 

占有率 44.5 30.8 24.4 

ブルゴーニュ 121種名 Pinol noir Chardonnay Aligote Gamay Iloir Planlet 

占有率 70.7 12.4 6.9 5.9 0.7 

ボージョレ 品種名 Gamay noil Syrah 

l!i:f〆('j"i寸お】 98.2 0.5 

( 1979年農業センサス結果による)

注 1)表中の数値は，それぞれの産地の核心部を構成している県(綾数の県にまたがる場合は，それらの合計)に関する

イ直である。産地構成県は以下の通り. ラングドック (Aude県.Herault県.Gard県).アキテーヌ (Giro口白県).

シャラント(Charenlε 県・ Chrente.Maritime県).ロアールjll流域(Maine.et.Loire 県.Loire.Atlantique 県).アル

ザス (Bas.Rhin県.Haut.Rhin県)シャンパーニュ(Marne県).プルゴーニュ (Cote.d‘Or県)・ボージョレ(Rhone県)

注2)占有率が0.5%未満のものは表中から除外した.

同じことは，大衆ワイン向けのブドウ栽培についてもいえる.ラングドック最大のブドウ栽培県で

ある Herault県の場合，主要な品種はテーブルワイン(赤ワイン)の原料になる Carignannoir種と

Aramon noir種であるが，このうち，品質面でおとる Aramonnoir種は，他の優良品種に植えかえら

れる傾向が強く， 1970年代を通してその占有率を大幅に低下させた.

立-3 生食用ブドウ栽培

古い歴史をもっ醸造用ブドウ栽培に対して，生食用ブドウ栽培がフランスで本格的にはじまったの

は今世紀に入ってからのことである.その栽培面積は1970年に37，697haに達し，生産量も 30万ト

ン近くにまで迫ったが その後はむしろ減少傾向に転じ，栽培面積も 1979年の30，878haから， 1988 

年には18，455haへと落ち込んでいる.

生食用ブドウ栽培の地理的分布は，醸造用ブドウ栽培以上に限定されている.ローヌ)11下流の

Vaucluse県，ガロンヌ )11中流の Tarn-et-Garonne県，ラングドック地方の Herault県・ Gard県の栽培



38 

面積をあわせると 全国合計のじつに84.3%を占める.これら 4県とも様造用ブドウの栽培地域であ

り，生食用ブドウを栽培する農業経営体の多くは， I可n寺に醸造用ブドウも栽培している. しかし，品

種の点で両者はかなり明確に異なっており， 1979年時点での調査によれば， Chasselas種.Muscat de 

Hambourg稜.Alphonse Lavalee穫の 3つで，生食月3ブドウ全体の 4分の 3近くを占めている.

他方，醸造用ブドウ栽培の場合と向様に，上述の 3大産地は，品種捕成の点、で、それぞれ特色を有し

ている.最大の産地であるローヌ)11下流地域は，黒ブドウの Muscatde Hambourg種と Alphonse

Lavalee稜の生産によって特徴づけられる.これに対して，ガロンヌ J11の中流地域では Chasselas種

の栽培がさかんであり 面積の大半が白ブドウの生産にあてられている.また，ラングドック地方で

は，白ブドウと黒ブドウの両方が栽培されているが，自ブドウの栽培而積は大幅に後退しつつある.

直 藤造用ブドウ栽培地域における近年の諸変化

由一 1 栽培面積の変化

フランスにおける醸造用ブドウの栽培面積は，今世紀を通じて一実した減少傾向を示してきた.ピー

クを記録した1862年時点の栽培面積 (232万 ha)を， 1970年時点の栽培面積 (116万 ha)と比較すると，

ちょうど半分に減少しており 平均すると 1年間に約 1万 haずつブドウ焔が消滅したことになる.

このペースはその後も衰えておらず むしろ 1980年代に入ってからは 年間の平均減少面積が1.5万

ha近くにまで達している.

これは，主としてテーブルワイン用のブドウ畑が急速に減少しているからである. 1979年から1988

年までの 9年間に テーブルワイン用およびコニャック様造用のブドウ栽培面積は590，750haから

418、736haへと激減しているが，その減少分の大半はテーブルワイン用のブドウ焔であった.これに

対して，上質ワイン向けのブドウ栽培面積は， 467，043haから510，866haへと，むしろ顕著な増加傾

向を示している4)

したがって， 1980年代におけるブドウ栽培面積の変化は，製111Zのタイプを反映して，ワイン産地ご

とに多様な動向を示している.代表的なワイン産地について 製品のタイプ加にブドウ栽培面積の増

減をまとめると第 2表のようになる.この表で，栽培面積を全体として減少させた産地は，ラングドッ

ク・シャラント・ロアール)11流域の三つであるが いずれにおいても テーブルワイン用とコニャッ

ク用などを合わせた「その他の醸造用ブドウ栽培面積」が大幅な減少を示している.シャラントはコ

ニャックを中心とする産地であり 収穫されたブドウの大半はコニャックの製造にあてられる.ここ

での穣造用ブドウ栽培面積は，輸出拡大を背景として1970年代に大きな伸びをみせたが， 1988年時点

では逆に大幅な減少を記録している 5) また，ラングドックでは， J二質ワイン向けのうち， VDQSワ

イン用のブドウ栽培面積が激減しているが，これは上のランクである AOCワイン用に転換したため

であり，両者を合わせた上質ワイン (VQPRD)向けブドウの栽培面積は，ほほi司じ水準を維持して

いる.ロアールJ11 流域についても，栽培面積の減少はテーブルワイン用のブドウ栽培が急速に後退し

たためである.

このように，上質ワイン(とくに AOCワイン)用のブドウ栽培についていえば，どの産地でも現
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第2表 代表的ワイン産地における醸造用ブドウの栽培面積の推移 (1979一1988年)

[単位:%] 

産地 年次 AOCワインj羽 VDQSワイン用 その他の醸造用 醸造用ブドウ

ブドウ栽培面積 ブドウ栽培面積 ブドウ栽培面積 栽培稲穂計

ラングドック 1979 21，003 74，717 245，235 340，955 

1988 90，646 2，404 210，827 303.877 

アキテーヌ 1979 94，882 28 5，109 100，019 

(ボルドー) 1988 108，323 。 1，667 109，990 

シャラント 1979 38 。 105.002 105，040 

(コニャック) 1988 75 85.889 85，964 

ロアール)11流域 1979 26，282 3，479 10，474 40，235 

1988 27，665 3，362 5，066 36，093 

アルザス 1979 11，948 。 498 12，446 

1988 13、487 。 249 13，736 

シャンノfーニュ 1979 19，378 。 10 19.388 

1988 21，361 。 4 21，365 

ブルゴーニュ 1979 7，771 。 515 8，286 

1988 8，385 。 182 8，567 

オてージョレ 1979 19，469 384 616 20，469 

1988 20、840 。 219 21，059 

フランス全体 1979 372，579 94，464 590，750 1，057，793 

1988 492，081 18，785 418，736 929，602 

(1979年および1988年農業センサス結果による)

注)各産地の構成県については第 1表の(注)で示した.

状維持あるいは拡大の傾向を示している.とくにアキテーヌ(ボルドー)やアルザス，シャンパーニュ

などの産地で，栽培面積が大きな伸び率を記録している.このうち，アルザスやシャンパーニュなど

では，消費の拡大につれてブドウ畑が新たに関かれた場合がほとんどであるのに対して，アキテーヌ

では，かつてテーブルワイン用のブドウ畑であったものを転換した例が多い.

これら上質ワインを主とする産地に対して，ラングドック地方では，今日なおテーブルワインを製

品の主体としている.テーブルワイン用のブドウ栽培面積は， 1980年代に大きく減少したとはいえ，

比率でみるとフランス全体の減少率をかなり下まわっており，全国的な占有率はむしろ上昇している.

このような体質を改善するために，ラングドック地方では，上質ワイン用ブドウ栽培への転換や他の

作物栽培への転換が， 1980年代を通じて積極的にはかられてきた.

ブドウ焔の転換に対しては，すでに1950年代からフランスの国内政策として補助金が支出されてき

た.これは，粗悪な品種のブドウ焔を他の作物や高級品種に転換させることを自的にしていた.これ

に対して， 1976年からは，過剰生産の解消をめざすヨーロッパ共同体 (EC)が，共通農業政策のー
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環として，ブドウ:J:I!Iを他の用途に転換する農業者に奨励金を支払うようになった.とくに1980年代に

入ってからは，適用地域の限定や奨励金の上積みが行われ，地中海沿岸のテーブルワイン産地に大き

な影響をおよぼしている.フランスの場合これによって放棄されたブドウ畑は，とりわけラングドッ

ク地方(なかでも Aude県と Herault県)のテーブルワイン用ブドウ栽培地域に集中している(Bartoli， 

1986) 6) また， 仁質ワイン産地への転換も若実に進展しつつあり， Pyrenees-Orientales県を加えた

ラングドック・ルシヨン地域の AOCワイン用ブドウ栽培面積は， 1988年時点で，フランス全体の27%

を占めるにいたっている.

1I1-2 生産構造の変化

かつてのフランスでは 自家消費用ワインの生産をふくめると，大半の農家で醸造用ブドウを栽培

していた_ 1955年の農業センサス結果をみても，ブドウ栽培農家は全農業経営体の約 3分の 2に達し

ている. 1988年時点でも ブドウを栽培する農業経営体の数は272，133におよび，これは全農業経営

体の26.8%を占めている. しかし 1979年 H寺点での状況が，それぞ~lA29 ， 384経営体， 34.0%であっ

たことを考え合わせると，ブドウ栽培は農業経営体レベルでみても次第に専門化しつつあるというこ

と治宝できる.

このような傾向は 栽培地域の分布が特定の産地に集中しつつあるという前節で、述べた動向とまさ

に符合している.もっとも ブドウ栽培をしている農業経営体のなかには 現在でも自家消費用ワイ

ンだけを製造するものが数多く含まれている.本節では，主として1979年と 1988年の農業センサス結

果を対比しながら近年の醸造用ブドウ栽培の生産構造変化を検討するが，公表されている統計には，

販売を目的とするブドウ栽培経営体だけを集計したものと 非販売をふくむ全ブドウ栽培経営体を集

計したものが混在している.以下では，両者をそれぞれ「ブドウ栽培経営体(販売のみ)Jおよび「ブ

ドウ栽培経営体(非販売をふくむ)J と呼んで区別することにしたい.ちなみに，前者のブドウ栽培

経営体(販売のみ)は 1979年時点で236，900経営体， 1988年現在では166，282経営体が存在した.

フランスにおけるブドウ栽培の専!'lIJ1とは ブドウ栽培経営体の規模別構成にみられる近年の変化に

如実に表れている. もともと，ブドウ栽培経営体には自給的色彩のつよい小規模経営体と，商業的な

性格をもっ中規模・大規模経営体が混在しており 大規摸経営体は数こそ少ないものの面積的にはブ

ドウ):Ill全体の大きな部分を占めてきた. 1979年時点でみると，ブドウ):1Jl規模10hat_)、上の経営体は，

フランスのブドウ畑全体の約半分を経営している.この比率は， 1980年代を通じてさらに上昇してお

り， 1988年には58.9%に達した.これは，主として自給的経営体や小規模経営体が，ブドウ栽培を中

止したことに起因している.実際，経営体数にしろブドウ栽培面積にしろ，減少と増加の分解jl~h は 10

-15ha 階層にあり 10ha未満のブドウ士111しか持たない階層は 1980年代を通じて顕著な衰退傾向を

示している.

増加しつつある大規模経営体は，多くの場合，上質ワインの生産に特化した専業的経営体であり，

ブドウ栽培の近代化や合理化を推し進めてきた主体でもある.これら経営体のブドウ焔では，農業機

械が積極的に導入されるなど，ブドウ栽培に投入される所要労働時間が大幅に短縮されて，労働生産
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第3表 代表的ワイン産地におけるブドウ栽培経営体(非販売をふくむ)の規模別構成の

:}j左手多 ( 1979-1988年)

ブドウ栽培面積規模日IJ構成比

産地 年次 経営体総数 0.5ha未満 0.5-1 1 -2 2 -5 5-10 10-20 20ha以上

(話) (% ) (%) (% ) (%) (% ) (% ) 

ラングドック 1979 57，915 16.7 14.6 15.5 18.1 15.9 13.2 6.0 

1988 45，112 17.0 13.6 14.1 16.6 15.0 15.9 7.8 

アキテーヌ 1979 19，028 2l.5 14.8 13.1 18.6 16.6 ]0.7 4.7 

(ボルドー) 1988 13，861 18.3 1l.1 10.0 16.7 18.1 16.0 9.7 

シャラント 1979 28，235 38.3 1l.5 8.9 16.1 15.1 8.3 2.3 

(コニャック) 1988 18，800 41.2 8.4 5.7 13.5 15.6 11.7 3.8 

ロアール)11流域 1979 20，175 48.5 17.0 11.9 1l. 2 7.1 3.5 0.9 

1988 12，014 47.9 13.9 9.5 9.9 9.7 6.8 2.4 

アルザス 1979 12，330 65.6 10.1 8.2 11.6 4.0 0.4 0.1 

1988 9、072 54.9 11.6 10.3 13.6 8.3 1.1 0.2 

シャンノfーニュ 1979 10，212 33.9 17.6 19.5 23.3 4.5 0.8 0.3 

1988 10，621 34.3 16.4 17.7 24.4 5.8 l.0 0.3 

フリルゴーニュ 1979 3，275 51.2 7.7 7.0 16.5 12.8 4.1 0.7 

1988 2，224 36.0 7.6 7.1 20.9 18.9 7.7 1.7 

ボージョレ 1979 6，701 30.6 12.2 10.0 2l.3 22.6 3.2 0.2 

1988 4，775 18.9 9.6 8.4 21.1 34.7 6.9 0.4 

フランス全体 1979 429，384 47.8 15.9 10.7 11.6 7.7 4.5 l.8 

1988 272，133 44.7 13.5 9.6 12.3 9.8 7.0 3.1 

(1979年および1988年l農業センサス結果による)

注)各産地の構成県については第 1表の(注)で示した.

性が飛躍的に向上した.これは，ブドウ栽培における雇用労働力の激減によく表れている.とりわけ，

1980年代に顕著な変化としては，ブドウ収穫機の普及があげられる.手摘みの場合 1ha当り 110時間

から 120時間かかっていた収穫は，機械を用いることで約 5時間にまで短縮されている. 1970年代に

所要労働時間の半分近くを占めていた収穫作業が，これによって大幅に軽減されたことになる7)

しかし，これらの全国的な傾向は，かなりの地域差をともなっている.第 3表は，主要なワイン産

地別にブドウ栽培経営体(非販売をふくむ)の規模別構成と， 1980年代を通じての変化を示したもの

である8) 各産地の規模構成とフランス全体のそれを比較すると，階層構造が産地問で大きく異なっ

ているために，フランス全体の値がどの産地にもあてはまらない単なる集計値であることがよく分か

る.

上質ワインの生産に特化した産地についてみると，ボルドーワインで有名なアキテーヌ地方の大規

模性が目だっている.ここでは 数十ヘクタールから数百ヘクタールに達する「シャトー」経営が従
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来から発達していたが，外国資本をふくむ企業的な経営体にブドウ):I1Jが集中する動きが， 1980年代を

通じても活発に進行した.この結果， 1988年時点では， Gironde県全体の醸造用ブドウ栽培面積のう

ち45.0%が，ブドウを20ha以上栽培している経営体に属すまでにいたった.これらの大規模経営体

では，管理人を雇用してブドウ閣の経営を委任する例が多くみられる. 1979年時点で，このような管

理人はフランス全体で2，300人と報告されているが，県7J1jにみると Gironde県がもっとも多く， 575人

に達している9) また ブドウ収穫機の普及がGironde県で進んでいる事実も，このような経営規模

特性を反映している.

アキテーヌ以外の上質ワイン産地は，経営規模の小ささによって特徴づけられるが，いずれの産地

においても小規模経営体の脱落が 1980年代を通じて着実に進行した.ブルゴーニュやボージョレな

どの産地では，特に0.5ha未満の経営体が大幅に減少した結果， 5 ha前後の中規模経営体が産地の中

核を形成している.これに対して，近年においても需要が順調に伸びつつあるシャンパーニュやアル

ザスでは，経営体数の大きな減少はみられず，依然として多くの経営体が小規模なままでブドウ栽培

を続けている.

これに対して，テーブルワインの産地で、あるラングドック地方の動向をみると， 10ha未満のすべ

ての階層で経営体数が大幅な減少をみせたため，結果的には規模構成に大きな変化が生じていないよ

うにみえる. しかし，アキテーヌ地方と同様に，ここでも従来からブドウ焔の集積が進行しており，

20ha 以上階層の占める比率は全ブドウ栽培面積のうちで34.7%(1979年)から38.2%(1988年)へ

と着実に上昇している.もともと ラングド y ク地方のブドウ栽培は 都市資本の少数大規模経営と

その他大部分を占める小規模経営のコントラストによって特徴づけられてきたが このような二重構

造は，ラングド y クの農村経済における醸造用ブドウ栽培の圧倒的比重のもとで，現在なお殆ど解消

されていない. とりわけ，テーブルワイン用のブドウを栽培している経営体で，このような 2極分化

カfはっきりと主主められる.

企業的な大規模経営と家族的な小規模経営への 2極分化は，フランスの多くのワイン産地で共通に

みられる現象である.さらに，後者の小規模経営のなかには，補助的な経営部門としてブドウ栽培を

行っているものや，引退生活者による経営体が数多くふくまれている 10) 近年，醸造用ブドウを栽

培する経営体が急速に減少してきた背景には，このような複合経営部門としてのブドウ栽培が各地で

消滅しつつあるという事実がある.実際，代表的なワイン産地では，ブドウ栽培経営体(販売のみ)

の大半が，経営類型としては「上質ワイン生産」あるいは「その他のブドウ栽培J というブドウ栽培

に特化した経営類型に属している ll) 1980年代の動向をみても テーブルワインやコニャックの産

地をのぞくと，これらの産地のブドウ栽培面積は比較的堅調に推移しており(第 2表参照)，約13万

haというブドウ畑減少分の大半は，それ以外の地方，すなわち複合経営のブドウ栽培が多くみられ

た地方のものである.この結果，空間的にも経営的にも，醸造用ブドウ栽培は1980年代を通じて専門

化の度合いをさらに増したということができる.
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ill-3 品種構成の変化

特定産地への集中・小規模経営体の脱落とならんで 優良品種への転換も近年の大きな変化の一つ

に数えられる.ワインの品質向上にとって品種の改良は不可欠の条件だからである.各産地には，そ

れぞれ奨励品種・許容品種・禁止品種のリストがあり AOCワインや VDQSワインの認定にさいし

ては，奨励品種を使用していることが重要な条件になる. したがって， AOCワインへの転換が急速

に進んだ1980年代は，同時に品種の大IjJli¥な変化をともなっていたわけである.

今世紀のフランスにおける醸造用ブドウの品種変遷を検討するにあたっては， 1870年代に蔓延した

ブドウアブラムシ病の影響を無視するわけにはいかない.この病虫害から免れるために，アメ 1)カ種

との交配品種がフランス全土に広く普及したからである. しかし これらの交配種(一括して HPD

と呼ばれる. hybrides producteurs directsの略である)は，得られるワインの品質が悪く，今世紀を

通じてブドウ畑から排除する努力が続けられてきた.その結果， 1958年時点においてもブドウ栽培面

積全体の31%を占めていた交配種は，その後急速に減少し，現在では，上質ワインの産地ばかりでな

く，テーブルワインの産地でも消滅の寸前である.ちなみに，これらの品種を新たに植えることは認

められていない.

また， E4ニ容I;右手重で、ある Aramon種.Siebel種・ Plantet種なども，その栽培面積を大幅に減らしてい

るは) したがって フランスのブドウ焔は次第に少数の奨励品種にしぼられつつあるということが

できる. 1979年時点で，それぞれ 2万 ha以上の栽培面積をもっ上位11品種についてみても，第 4位

のAramon種以外はどれも奨励品種で、あり 13)，それら 10品種を合計すると醸造用ブドウ焔全体の

62.8%を占めている.また， Aramon種は多収量品種ということで，テーブルワイン産地で広く採用

されていたが，次第に他の奨励品種にとって替わられつつある.ちなみに，栽培技術の進歩によって，

優良品種への転換にもかかわらず 単位面積当りの平均収量が大幅に伸びたことを指摘しておかねば

ならない.全国平均でみた場合，年間の11又量は1950年前後に 4kl/haであったものが， 1980年代に

は6kl/haを超える水準に達している.

このような品種改善への努力は テーブルワインの生産に特化しているラングドック地方で典型的

にみることができる.第 4表は，ルシヨン地方をふくめたラングドック・ルシヨン地域全体について，

この 30年間における醸造用ブドウ品種の変化を示したものである.商業生産を志向するラングドッ

ク地方では，すでに1958年時点から HPD(交配種)の比率がかなり低下していたが，その後も急速

に滅り続け，現在では消滅の一歩手前まできている.また，許容品種の Aramonnoir種にしても，

1958年に 3認を超えていた占有率が， 1988年には 1割以下まで低下している. 1988年時点で上位を占

めている Carignannoir種や Grenachenoir種・ Cinsault種は，いずれも赤ワイン用の奨励品種である.

また， 1980年代に入ってからは，ローヌ)11下流沿岸産地の代表的品種で、ある Syrah種が急速な伸びを

示しているほか，アキテーヌ地方に多い Merlotnoir種や CabernetSauvignon種が高い成長率を記録

している.

品種更新の進展にともなって 樹齢構成も大幅に若返りつつある.品種別にみると，衰退傾向にあ

る品種では樹齢30年以上のものが多い.赤ワイン用の品種では Aramon種，自ワイン用の品種では
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第 4表 ラングドック・ルシヨン地域における醸造用ブドウ品種の推移(1958-1988年)

1958ij三 ]979王手 1988ij三

ifJi 種 Hiif立 NlJI&lt 面積 構成比 ïIü fl~ 構成1:ヒ

ha % ha % ha % 

Carignan noir 145.800 35.6 174，900 44.2 143，300 40.8 

Grenache noir 8， ]00 2.0 31， 500 7.7 38，200 10.9 

Cinsalllt 3，900 1.0 33‘200 8.4 33，300 9.5 

Aramon noir 129、500 31.6 57，500 ]4.5 32，000 9.1 

Syrah 30 0.0 4，000 1.0 14，600 4.2 

Alicante BOllschet ]3，100 3.2 15.500 3.9 12，800 3.6 

Grenache blanc ]0.900 2.7 16，100 4. ] 11，600 3.3 

Merlot noir 2，300 0.6 9，100 2.6 

Macabell 4.400 1.1 7，100 1.8 7，600 2.2 

Terret blanc 14、800 3.6 9，000 2.3 6，200 1.8 

Cabernet Sallvignon l、400 0.4 4.700 1.3 

HPD(交配極) 4] .200 10.0 12，600 3.2 4，900 1.4 

その他 38.270 9.3 30、700 7.8 33.100 9.4 

合計 410.000 100.0 395、800 100.0 351，400 100.0 

(1958年ブドウ知i調査結果および]979年・ 1988年農業センサス結巣による)

注)ラングドック・ルシヨン地域には， Allde県.Herallll県.Gard県・ Lozere県.Pyrenees.Orientales県

の 5県がふくまれる

第 5表 代表的ワイン産地における醸造月3ブドウ知!の樹齢付与成(1988年)

産地

ラングドック

アキテーヌ

シャラント

ロアール)11流域

アル+fス

ンヤ/ノ¥ーニュ

ブルゴーニュ

ボーージョレ

フランス全体

3年未満

5.1 

10.2 

3.6 

8.7 

7.2 

9.8 

4.7 

3.2 

5.9 

3 -10i手

]4.3 

22.4 

10.2 

19.9 

22.9 

]7.4 

14.8 

8.7 

15.4 

注 1)各産地の構成県については第 l表の(注)で示した.

[単位:%J 

10-20年 20-30年 30年以上

22.7 20.7 37.2 

26.9 17.3 23.2 

43.0 24.0 19.2 

25.9 19.0 26.5 

31.2 20.8 18.0 

29.6 30.7 12.5 

26.7 21.1 32.6 

20.1 16.2 51.9 

27.0 20.5 31.1 

(1988年農業センサス結果による)

注 2)この表でいう醸造用ブドウ:J:1Ilは，ブドウ栽培経営体(販売のみ)が経営するブドウ):1lIである

Semillon種などの場合 全株数の 2分 の lから 3分の 2近くが1950年以前のものである.これに対し

て，赤ワイン用の CabernetSauvignon種.Syrah種.Merlot種など， ii:日見11

導入されてきた品種で、は，比較的若い樹齢の株が多い.樹齢構成を産地日iJにみたものが第 5表である.
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近年，品種の更新がさかんに行われてきたアキテーヌやアルザスで，樹齢10年未満のブドウ1:Hlが全体

の 3割前後を占めている.これに対して，品種的には一貫してGamaynoir種が卓越するボージョレ

では，逆に古いブドウ1:1ilが大部分を占める.ラングドックでも，品種の更新が近年積極的に進められ

てきたものの，全体としてみれば，依然としてブドウ畑の若返りが進んでいない. しかし，これは構

成比でみた場合であって，面積的には，ブドウ先日の改植が1980年代を通じて最も進んだのはラングドッ

ク地方であった.

U む す び

フランスのブドウ栽培地域は，毘内的にも国際的にもワインをめぐる市場環境が変化するなかで，

大きな変貌を強いられてきた.本稿では，このようなブドウ栽培地域のすがたを，ブドウ栽培面積の

変化・生産構造の変化・品種構成の変化など，近年とくに大きな変化をみせた諸側面に注目しながら，

地域的な動向を検討してきた.それらの検討ーを通じて明らかになった点をまとめると，以下のように

整理することができょう.

フランスでは，今世紀を通じてブドウ栽培面積が一貫して減少し続けてきた.そのなかでも， 1980 

年代は減少のスピードが特に速まった時期ということができる.ブドウ栽培面積のこのような縮小は，

基本的には，次の二つの動向が重なり合った結果である.一つは空間的な集中である.すなわち，

1950年頃まで，全国のかなりの地域でみられたブドウ栽培は，その後少数のワイン産地に集中しつつ

ある.このような過程は， 1980年代を通じても急速に進行し，かつて広いブドウ焔がみられたフラン

ス中部や東部の農村から，少数の上質ワイン産地を除外すれば，ブドウがまったく姿を消すにいたっ

ている. もう一つは商業的ブドウ栽培に特化した専門的な経営体への集中で、ある.自家消費用ワイン

のためにブドウ畑を栽培する小規模な経営体や，ブドウ栽培以外の生産部門を主体とする複合的な経

営体は，その数を急速に減少させている.もちろん，これら二つの動向は，地域的に密接に関連しあっ

ている.

これら二つの動向は，フランス農業全体にみられる近代化への動きと，多くの点で共通する性格を

もっている.すなわち，機械化や合理化にともなう農業の生産性向上や規模拡大への動きであり，ま

た，専門分化や自給生産部門の後退にともなう商業的農業の進展である.かくして，今日まで生き残っ

ているブドウ栽培地域は，いずれも企業的で資本主義的な性格をもっブドウ産地ということができる.

しかし，ブドウ栽培面積の減少は必ずしもワイン生産量の減少に結びついておらず，過剰生産の基

調は依然として変化していない.このような中で， 1980年代には，ヨーロッパ共同体 (EC)の共通

農業政策の一環として，ブドウ先日の「減反j が積極的に推し進められた.そこで対ー象とされたのは，

テーブルワインの産地であるラングドック地方やコニャック用のブドウ栽培地域であるシャラント地

方であり，これらの地域では醸造用のブドウ栽培面積が大幅な減少を記録している.これに対して，

アキテーヌ地方やアルザス地方などの上質ワイン産地で、は栽培面積がむしろ増加を示した. したがっ

て，醸造用ブドウ栽培に特化した産地についてみると， 1980年代の動向は産地によってきわめて対照

的だったことになる.ラングドック地方では，このような状況から脱却するために，以前からワイン
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の品質向上に積極的に取り組んできた.その結果， 1980年代には， とくに AOCワインの指定地区が

著しく拡大し，またテーブルワインのなかでも品質のよい Vinde Paysの比率が伸びるなど，産地と

してのイメージ、や性格をしだいに変えつつある

1 )フランスでは， J京 ~~IJ として， 1 ha以上(鴎芸農

業の場合は20a)以上の農地を経営する事業体のこ

とを農業経営体 (exploi tation agricole) と呼んでい

る.これには法人もふくまれるため，日本の「農家」

とは概念的に異なっている.もっとも，大半のf実業

経営体は，現在も家族経営である

2) フランス[iJ内では上質ワインの格付けとして，

AOC (appel1ation d'origine controlee:HjiJ主地保証ワ

イン)と VDQS(vindelimite de qualite superieure: J二

質限定ワイン)の2種類があり，M者のほうが高級で

あるこれらの上質ワイン産地は， 1936年以降に設

定されたもので，土壌・日照・ i;?i稜・栽培方法など

について国立原産地保証機構(INAO)の監督をう

けている.ヨーロッパ共同体 (EC)では， 1970年か

らワインの品質をテーブルワインと産地限定上質ワ

イン (VQPRD: vin de qualite produits dans des re-

gions dをtermll1白s)の 2干重類に区分しているカミ

AOCとVDQSは，後者の VQPRDに相当する.これ

に対して，上質ワインと大衆ワインの中間的な段階

として，フランスで、は vinde paysというカテゴ1)ー

が存在するが， ECの分類にあわせると，これはj京

員IJとしてテーブルワインということになる

3) Gamay種は，ボージョレ地方以外でも広く栽培

されているが，上質ワイン(とくに AOCワイン)

の原料として用いられるのは，主としてボージョレ

地方だけである

4)もっとも，栽培荷積の動向とワイン生産量の動向

とは，必ずしも一致しない.ワインの生産量は年に

よって大きな変動を示すのが普通だが，平均すると

1950年代から1980年頃までは着実な増加傾向を示し

てきた.これは，栽培技術の向上によって単位面積

当りの収穫量が伸びたことによる.この結果，栽培

稲穂が減少していたにもかかわらず，テーブルワイ

ンの生産量は間期間を通じでほぼ一定水準を保って

いたしかし， 1980年代に入ってからは，栽培而積

の激減を背景に，ょうやくテーブルワインの生産量

が下i年線をたどるようになったこれに対して，上

質ワインの生産量は，栽培面積の拡大と単位面積当

り収量の増加によって， 1980年代においていIlf~調な

注

wびを続けている

5) 1970 年時点における 2県 (Charente県-

Cl日刊川e-Maritime県)の醸造用ブドウ栽培面積は

81，679haであった.したがって， 1988年の時点では，

1970年水準の近くにまで減少したことになる

6)ラングドック地方以外では，シャラント地方のコ

ニャック用ブドウ栽培地域とコルシカ島のテーブル

ワイン用ブドウ栽培地域が，この奨励金制度を利用

して多くのブドウ1111を放棄した

7)収穫機械の普及は，地域によって差異がはなはだ

しい地域単位にみると，最も普及しているのはポ

アトゥー・シャラント;アキテーヌ;ラングドッ

ク・ルシヨンなどの諸地域である.たとえば，ボル

ドーワインの産地で、ある Gironde県では，十幾干或指iみ

の割合が全体の 3分の 2近くに達している (1988年

現在)凶これに対して， ローヌ・アルプ;アルザス

，シャンパーニュ・アルデンヌなどの諸地域では，

現在でも殆とご手掛みで、収穫が行われている

8)第3表には，生食用ブドウ栽培経営体もふくまれ

ているこれは， 1979年の農業センサス結果が，両

者を区別して表示していないためである.しかし，

生食用ブドウ栽培経営体は数が少ないうえ，そのう

ちの大半は醸造用ブドウ栽培も行っているので， ftJ{ 

向をみるには殆ど問題にならない

9)管理人経営者が100人を超える県は，他に Herault

県 (347人)， Aude県 (301人)， Charente県 (157人)

の 3県にすぎない

10)引退生活者によるブドウ栽培経営体は， 1988年現

在，フランス全体で 37，350(販売のみ)に達し，

そのブドウ栽培面積は80，162haであった経営者の

年齢は，当然、のことであるが， 60歳以上が大部分

(92.4%)で、ある

11) 1988年の農業センサスでは，すべての農業経営体

を17の農業経営類型 (OTEX: orientation technico-

economique des exploitations)にタイプ分けしてい

る.このうち，ブドウ栽培に特化する経営体は「上

質ワイン生産」と「その他のブドウ栽培」の 2類型

に属する.後者には，テーブルワイン用やコニャッ

ク用のブドウ栽培に特化する経営体のほかに，生食



用ブドウ栽培を主とするものも含まれる.これら 2

類型を合わせた「専門的」ブドウ栽培経営体が全ブ

ドウ栽培経営体(販売のみ)に占める比率をみると，

Gironde県では86.5%， Herault県では89.7%など，

テーブルワイン産地をふくめて主要な産地では全て

高い値を記録している.これに対して，ブドウ栽培

面積が急速に減少しつつある諸県では，専門的ブド

ウ栽培経営体の比率が低く，ブドウ栽培が複合経営

部門として取り入れられていることが分かる.たと

えば， ミデイ・ピレネ一地域では，販売用にブドウ
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を栽培している20，652経営体のうち，専門的な類型

に属する経営体は2，376(1l.5%)にすぎない.

12) 1968年から 1979年への変化をみると， Aramon種

は124，052haから63，488ha，Siebel種は70，600haか

ら4，450ha，Plantet種は 26，157haから 4，011haへ

と激減している

13)ただし，同じ品種が産地によって異なる品質のワ

インをもたらす場合があり，ある産地で奨励品種で、

あっても，他の産地では計二容品種で、しかないことも

ある
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Recent Changes in French Viticulture Areas 

Akira TEZUKA 

French viticulture areas have experienced a great transformation through the 1970's and the 

1980's. French people becomes much moγe moderate consumer of wine and increasingly oriented 

to high-quality wine (れnde qualite). Competition with ltalian and Spanish viticulture areas also 

urged the structural change of French wine-producing regions. ln this pa叫per‘̂ major aspects of 

these cha川a剖l時 es， 1上.e.the cha 時 i 勾 loca以抗山tionof Vig1η~oblたefγα1η1( α is (F 代 nch vineyar吋ds)，the enlargen肘 n 

Oぱffa幻:γ口rm噌ゴ1刊m飴G引S幻lZ犯e，the improvement of enc φα gement (vine-plant varieties) and so on， are described 

through the examination of two viticulture censuses effectuated in 1979 and in 1988. 

ln the 1970's and the 1980's total area of vineyards for wine and brandy has shown a steady 

decline from 1.16 million hectares (in 1970) to 0.93 million hectares (in 1988). Moreover， the 

number of viticultural farms has decreased sharply from 0.66 million to 0.26 million in the same 

period目 Atthe same time， the proportion of vineyards for high-quality wine showed a marked in司

crease from a fifth to over a half of the whole. 

But the circumstances and trends of viticulture varies considerably among major viticulture 

areas in France. 1n fact， French viticultu1'e shows the g1'eatest 1'egional variety among Eu1'opean 

major wine-p1'oducing countries， owing to its 1'elatively northe1'n location and also to its multifa-

ceted historical development. Among these vitucultu1'e areas， the Languedoc 1'egion which has 

been characterized mainly by its vin orduwire (table wi 問 )， has suffered an impコ児川O印1'ta寸i

f1'om 1'ecent t1'局ansfor局̂mationof ma1'ket conditions and has pu1'sued pe1'sistently after the improve-

ment of quality of its vignoble and wine. 
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